
(1) 耕種部門と肉牛部門の作業時間を勘案し
つつ飼養管理技術の改善等を提案

ア スターター給与開始：R５年６月（図１）
・ほ育牛の嗜好性、消化性が良いほ育期
専用の飼料を使うことで、ルーメンの
発達と栄養の充足を図る。

イ CP増強飼料給与開始：R５年11月（図１）
・飼料設計を実施。
・CP供給量を増やすことで、体高を伸
ばし生殖器と乳腺細胞の発達を促す。

・基本の配合飼料のCPを２％高める＋加熱大豆粕を給与。
ウ 分娩前～ほ乳中の母牛に濃厚飼料を増給開始：R６年６月

・分娩前の栄養状態を改善することで
胎児の量的・質的な発育向上を図る。

エ 草地更新の実施：R６年夏
・良質粗飼料を確保する。

【本所（広域畜産）：南東部支所】

課題番号 33

市場性のある和牛素牛・繁殖牛生産

～ 和牛素牛飼養管理技術向上支援 ～

対象：増体向上志向農家 １戸

１ 活動の背景

２ 活動の経過

○支所管内では、素牛の価格が南北海道市場平均と比較して１割程度低い
（表１）。

○市場性（血統、体重、体高）のある素牛の育成と健康で栄養状態の良い繁殖
牛の飼養管理を提案する必要がある。

(2) 和牛飼養農家全戸巡回時に、道内３市
場の肉牛市場データを加工したものを
配布して、その時点のトレンド等の情
報提供を行っている。

(3) 雌牛育種価について、空知和牛振興協
議会（以下空知和振）優良雌牛保留対
策の一環として生産者が見やすい資料
に整理し、農協を通じ個別提供した。 写真１ 全戸巡回時の様子

表１ 南東部支所の素牛価格と南北海道市場の比較

税込価格 飼養日数 体重 日増体重 税込価格 飼養日数 体重 日増体重

南東部 633,646 291 320kg 1.10kg 477,400 304 310kg 1.02kg

南市場 693,959 293 329kg 1.12kg 546,391 305 307kg 1.01kg

91% 99% 97% 98% 87% 100% 101% 101%
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図１ 飼料の低糖質高蛋白化

変更前:R5.5 変更後:R5.11



(1)飼養管理の改善（スターターの給与・CP増強飼料給与）により増体向上
○増体向上農家：現況０戸→目標１戸→実績１戸

ア スターター給与 → 育成配合飼料よりも牛が積極的に摂食
イ CP増強飼料給与 → 発育（体重）は改善
ウ 母牛へ分娩前後１週間ずつ配合飼料を給与

・分娩予定日と実際の分娩日の乖離が解消
エ 植生改善のため簡易更新を実施

・夏枯れ対策でオーチャードグラスを利用

３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

・体高が伸びない場合のCPの効果が確認できたので飼養管理に活用することが
可能になり、今後は得られた成果の波及を進めていく。

(2) 肉牛市場データ等の活用
農業者からは「全道の市場データなので新しい種雄牛情報を確認できる」

「育成中に著しい問題があった個体は省かれているので血統情報として絞り込
まれたデータが確認できる」との声が寄せられた。

(3) 空知和振優良雌牛保留対策による雌牛育種価の視える化（表３）

表３ 雌牛育種価一覧表（一部を抜粋、改変）

母牛名 生年月日 父牛 母父 母母父
体型
得点

初産
月齢

分娩
間隔

枝肉
重量

ロース
芯

バラ厚
皮下
脂肪

歩留
基準

脂肪
交雑

○○○ H21.3.1 勝忠平 金幸 神高福 84.6 23.3 463 A C B C C C

△△△ H25.4.10 安福久 勝忠平 金幸 83.6 26.4 425 C A C C B C

□□□ H26.10.16 勝早桜５ 安福久 第１花国 83.1 33.5 365 A A A C B A

図２ 市場出荷時体重の推移
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表２ 市場出荷時体重の平均

雌の変更後は２頭と少なく、内１
頭は扇風機の故障で出荷前に下痢
をしたため条件が悪い

頭数 出荷時体重

変更前 4 284kg

変更後 6 314kg

111%

変更前 10 280kg

変更後 2 269kg

96%

変更前後比

変更前後比
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まあまあ、うまくいってたのに
あの下痢が～

視やすくなっていいね！

○ CPやTDNを調整し増体向上
○ 出荷牛の市場性が改善

※ 順調な改善がみられていたが、令和６年７月中～下旬の高温時に扇風機が故障し、
子牛の下痢が続いた影響で、出荷時体重は一時的に落ち込んだ。


